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【原理】ランダムレーザーとは、一般的なレーザーとは異なり、共振器となる鏡を必要とせず、ランダム媒
質（散乱体を空間的にランダムに配置した媒質）と増幅媒質を混ぜた試料に励起光を入射することで得られ
る光である。試料に強い励起光を入射すると、増幅媒質が励起光によって励起され、媒質中が反転分布状態
になる。この状態で、自然放出光が散乱体によって多重散乱され媒質内に閉じ込められると、増幅媒質中を
何度も通ることで、誘導放出を引き起こし増幅され発振する。 
【実験】本実験では増幅媒質としてローダミン６G、微粒子散乱体
として酸化亜鉛微粒子（粒形：200nm）を用い、散乱体の状態とし
てはバルク試料約（1cm）、薄膜試料（約 150μm）、電着試料（約 20
μm）（図 1）の異なる 3 種類を用いて、ランダムレーザーの発光特
性を測定した。バルク試料と薄膜試料は、アクリル樹脂であるポリ
メタクリル酸メチル（PMMA）にローダミン６G と酸化亜鉛微粒子
を混ぜ合わせ、固めたものである。バルク試料はスクリュー管内で
固め、薄膜試料はキャスト法よりスライドガラス状に固め、作製し
た。電着試料は導電性ガラスに電圧をかけることで酸化亜鉛をガラ
ス表面に付着させ、付着した散乱体上にローダミン６G を 100μl 滴下することで作製した。 
励起光には YAG レーザーの 532 nm を使用し、発光スペクトルは CCD 分光器を用いて測定した。 
【結果】図 2 はバルク試料、薄膜試料、電着試料の励起光強度に対する発光スペクトルの変化を測定したも
のである。3 つのグラフとも、励起光強度が強くなると、ある値を境に細いスペクトルが表れ、ランダムレー
ザー発振が起きていることを示している。3 つのグラフを見比べるとバルク試料の発振ピークは約 578nm,、
薄膜試料は約 593 nm、電着試料は約 573nm と 3 つとも異なる発振ピークを持っている。また、薄い試料の
方が、入射面に垂直な方向に散乱された光は外部に放出されやすいと考えられるが、しかし、一番薄い試料
である電着試料の発光スペクトル強度が一番強くなっている。これより、同様の微粒子散乱体、増幅媒質を
用いたとして、試料の作製方法が異なることで発光特性も変化することが分かる。 
 
図 2 励起光強度に対する発光スペクトルの変化 
(左)バルク試料、(中)薄膜試料、(右)電着試料 
図 1（上）バルク試料、（中）薄膜試料
（下）電着試料 
